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は じ め に 

 わが国経済は、平成２０年の世界金融危機により、

深刻なダメージを受け、未だデフレ不況の後遺症から

立ち直れないところであります。また、３月１１日に

発生した東日本大震災により東北から関東北部にかけ

て甚大なる被害を受け、企業活動の休止・停滞が相次

ぎ、今後税収の減収が予想されるなど、ますます厳し

い財政運営が課されると考えています。  

 このような大変厳しい行財政事情ではありますが、

「町民の生命を守り、安全・安心なまちづくり」を念頭に、町民生活に潤い

と活力を与えられる施策を積極的に展開していく所存であります。  

 平成２３年度の小鹿野町一般会計予算は、６４億１千万円、対前年度比４．

５％、２億７千５００万円の増額となったところであります。また、国の緊

急総合経済対策・地域活性化交付金や安全・安心な学校づくり交付金を活用

し、平成２２年度予算に事業費を前倒しで計上し、平成２３年度予算と一体

的に執行することといたしました。さらに、不測の事態に備え蓄えてきた財

政調整基金等の繰入を行うなど、思い切った財政支出にも意を用いたところ

であります。  

 私はこれからも、町民の皆様が安心して暮らせるまちづくりに職員と一丸

となり、全力で取り組んでいく所存でありますので、皆様方のなお一層のご

支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げ、発行にあたっての挨拶といた

します。  

  

 平成２３年５月 

 

                                    小鹿野町長 福 島 弘 文 
 

 
 
 
 
 
 
 町の花：セツブンソウ    町の木：モミジ     町の鳥：ウグイス  
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平成２３年度 予算規模について 

 

●予算規模 

会  計  名 予  算  額 対 前 年 度 比 

一 般 会 計 ６４億１,０００万円 ４.５％ 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計       １７億  ３９８万円 ９.６％ 

後期高齢者医療特別会計 ２億４,７２４万４,０００円 ７.３％ 

介 護 保 険 特 別 会 計 １４億９,０７７万２,０００円 ７.２％ 

浄化槽設置管理等特別会計 １億３,６３０万円 ４.７％ 

病 院 事 業 会 計 １５億５,１２３万３,０００円 １１.５％ 

水 道 事 業 会 計 ３億８,７４９万１,０００円 △０.７％ 

国 民 宿 舎 事 業 会 計 ２億５,６９６万４,０００円 △５.９％ 

合 計 １２１億８,３９８万４,０００円 ６.０％ 

（※注 対前年度比欄の△は減少） 

 

 

 

 

 

事  業  名 予  算  額 内     容 

地域活性化・きめ細かな交付金 

町道整備事業 

 

７,３７０万円 

生活道として重要な町道の

整備を実施します。 

 

住民生活に光をそそぐ交付金 

図書拡充事業 

 

１,７４４万円 

学校図書及び図書館図書の

拡充を実施します。 

 

安全・安心全な学校づくり交付金 

小学校施設整備事業 

 

６億５,５６１万円 

小学校の大規模改修・エア

コン設置などを実施します。 

 

安全・安心な学校づくり交付金 

幼稚園舎等維持管理事業 

 

１,８７０万円 

幼稚園にエアコンを設置し

ます。 

 

 合  計 ７億６，５４５万円  

 

●緊急経済対策予算（一般会計） 

国の交付金を受けて次の事業が町の平成２２年度補正予算に計上・繰越され、平成２３年

度予算（６４億１，０００万円）と一体として実施されます。 
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財源
入園料など245万円

県の補助金525万円 町のお金635万円

財源 町のお金51万円

財源 町のお金100万円

 

両
神
薄
・
ダ
リ
ア
園 

財源 町のお金220万円

Ⅰ 自然と歴史に 

囲まれた住みよい 

生活環境づくり 
 

■自然公園等維持管理事業 １，４０５万円 （担当：産業観光課）        

 

 

町民の皆さんが心を癒し、明日への活力を取り戻す優れた風景地を保護するととも

に、自然公園等の適切な維持管理を行います。 

 

■森の癒し効果促進事業 ５１万円 (担当：総合政策課)             

 

 

森の持つ癒し効果と地域医療や観光資源を連結

させ、健康の維持・元気回復を目的に、里山案内人

のスキルアップ等を行っていきます。 

 

 

  

 

■住宅用太陽光発電設備・高効率給湯器設置補助事業 ２２０万円（担当：住民課） 

  

 

地球に優しいエネルギー社会の実現や節電効果の向上のため、設置費の一部を助成

します。 

 

■定住促進対策事業 １００万円 (担当：総合政策課)              

 

 

町外からの転入者を温かく受け入れるため、町内に住宅を建設した場合、一定期間

奨励金を交付します。 

 

■土地利用 ■居住環境 ■自然環境  

■安全な暮らし ■中心市街地の活性化 

■高度情報通信基盤の整備 

Ⅰ 自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり 

 小鹿野町には、四季折々の自然美に加え、

先人から受け継がれてきた伝統文化が息づ

いています。 

 このかけがえのない財産を守り、皆さんが

将来にわたって安心して暮らせる生活環境

の整備は、必要不可欠なものです。 

 

尾
ノ
内
渓
谷 
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財源 家賃収入4,560万円

財源 町のお金1,000万円

財源 県の補助金900万円 町のお金1,239万円

財源 事業収入2億5,154万円

県の補助金536万円

町のお金1億3,059万円

財源 事業収入5,057万円

県の補助金22万円

町のお金1億1,443万円

 笠原団地 

財源 使用負担金3,594万円 国の補助金3,736万円 町のお金6,300万円

(うち借金2,880万円）

 

■町営住宅管理事業 ４，５６０万円 (担当：建設課)              

 
 

昨年度新たに笠原団地１８戸を整備し、総計３４６

戸の町営住宅の施設維持管理に 

必要な経費です。 

 
 
 
 

 

■住宅リフォーム資金助成事業 １，０００万円 (担当：産業観光課)       

 
  

好評の住宅リフォーム資金助成事業については、経済不況下における地域の活性化に

資するため、今年度も引き続き実施します。 

 
■地籍調査事業 ２，１３９万円 （担当：建設課）               

 
 

円滑な土地利用の推進に資するため、正確な地籍図や地籍簿の整備を行います。

今年度も引き続き、般若地内の０．３８k ㎡を調査します。 

 
■水道事業会計 ３億８，７４９万円 （担当：水道課）              

 
 

安全・安心でおいしい水の安定供給を図るとともに、簡易水道事業を上水道事業へ

統合することにより、経営改善も推進していきます。 

 
■衛生センターし尿処理事業 １億６，５２２万円 （担当：衛生課）        

 

 

高性能合併処理浄化槽の普及推進を図るとともに、衛生センター内にある処理設備

等のオーバーホールなどを行います。 

 
■浄化槽設置管理等特別会計 １億３，６３０万円 （担当：衛生課）        

 
 

高性能合併処理浄化槽は、町の施設として一元化して設置・管理を行っています。 

 
 

Ⅰ 自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり 
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財源 町のお金2億4,072万円

財源 共済組合から1,600万円 町のお金5,262万円

財源 町のお金1,040万円

財源 国の補助金2,050万円 町のお金7,830万円

 

特
別
点
検 

財源

運行収入982万円 県の補助金1,000万円

町のお金4,587万円

 
■常備消防事業 ２億４，０７２万円 （担当：住民課）              

 
 

秩父広域市町村圏組合で行っている消防・救急活動に係る負担金です。秩父消防本

部及び各消防分署の活動費として使われます。 

 
■非常備消防事業 ６，８６２万円 （担当：住民課）               

 

 

 ５支団２７分団の総計５６２人の団員活動費、共

済組合への負担金などの費用です。 

 

 

 

 

 

 

■防災事業 １，０４０万円 （担当：住民課）                    

 
 

防災行政無線の維持管理費を含めた防災関係費です。 

 
■道路新設改良事業 ９，８８０万円 （担当：建設課）              

 
 

引き続き、幹線道路である町道８９号線（北裏通り）の改良工事などを行います。 

 
■町営バス運行事業 ６，５６９万円 （担当：両神庁舎管理課）          

 
 

 

現在５路線を運行していますが、利用者の皆

様の利便性向上のため、昨年行った社会実験路

線の利用状況及び利用者アンケート等をもと

に、路線変更の検討にも取り組んでいきます。 

 
 
 
 
 
 

Ⅰ 自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり 

（うち借金 6,000 万円） 

昨年購入した町営バス 
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財源 県の補助金533万円 町のお金1,987万円

財源 国の補助金240万円 町のお金374万円

財源 町のお金200万円

 

 
■過疎バス対策事業 ２，５２０万円 （担当：総合政策課）            
 
 

西武観光バス（株）が運行している志賀坂線及び倉尾線の赤字分を補てんしていま

す。また、昨年から町営バスに加え、西武観光バス志賀坂線並びに倉尾線についても

無料乗車券（７７歳以上）を交付し、皆様の利便性向上を図っています。 

 
■まちづくり活動推進事業 ６１４万円 （担当：総合政策課）           

 
 

町内に史跡案内板を設置するとともに、路面上に

も表示板を設置し、景観の向上や町を訪れた人たち

の利便性の向上を図っていきます。 

また、今年度も「路地ＳＴ」を開催し、市街地の

路地の魅力を全国に発信していきます。 

 
 

 
■街並み修景整備補助事業 ２００万円 （担当：産業観光課）            

 
 

町の歴史と風土を活かし、魅力ある商店街の街並み景観整備を図るための店舗改修

等に対し、補助金を交付します。 

 
■ミューズパーク関連施設運営事業 １，５２４万円 （担当：産業観光課）     

財源

ｽｶｲﾄﾚｲﾝ使用料300万円

町のお金74万円

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ使用料1,150万円

 
スカイトレインとレンタサイクルの管理運営業務の委託事業です。委託先は小鹿野

町振興公社で、昨年から「サイクルランド」を開設し、小さな子ども達が安心して特

殊自転車を楽しめるようにしました。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

Ⅰ 自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり 

昨
年
の
路
地
Ｓ
Ｔ 

サ
イ
ク
ル
ラ
ン
ド 
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財源

利用料13万円

町のお金219万円

財源 町のお金2,325万円

財源 国の補助金6,833万円

町のお金537万円

 
■地域交通再構築事業 ２３２万円 （担当：総合政策課）   
 
 

 

 利用者の利便性向上を図るために、バス路線の見直しを検討していきます。今年度

は、下小鹿野並び伊豆沢地域でデマンド型バスによる社会実験を行います。 

※デマンド型バス：路線バスの形態とは異なり、電話等による（複数の）利用者の希望乗降点（バ

ス停若しくは拠点施設）及び乗降車時刻の要求に応じて、希望乗車点へ迎えに行く形の経路で運

行するバスのことです。 

 

■公衆トイレ管理事業 ２，３２５万円 （担当：住民課）   
 
  
町内２６箇所にある公衆トイレの維持管理を行っています。今年度は、その内３箇所

のトイレを水洗化します。 

 

■きめ細かな交付金事業             

○町道整備事業 ７，３７０万円 （担当：建設課） 

 
 

国の交付金を活用し、町道２７４号線他５路線の改良、町道両神３号線他１１路線

の舗装工事などを実施します。 

 

 

Ⅰ 自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり 

 

町
道
108
号
線 



 - 8 - 

財源 町のお金2,520万円

財源 町のお金2,516万円

Ⅱ 健康と福祉の 

   まちづくり 

 

 

■町立病院事業会計 １５億５，１２３万円 （担当：町立病院）          

財源 事業収入10億9,383万円 町のお金2億7,925万円

医療外収益1億7,815万円

 
全国的に医師不足が深刻化している中、町立病院の医師確保についても厳しい状況

が続いていますが、一刻も早く確保できるよう引き続き、鋭意努力を重ねていきます。 

また、利用者の利便性向上を図るため、オーダリングシステムを導入します。 

※オーダリングシステム：検査や薬の処方などにかかわる情報伝達システムのことで 、カル

テを電子化することにより業務の省力化とより良いサービスの提供を目指すものです。 

 

■医学生修学資金等貸付事業 ２，５２０万円 （担当：保健福祉課）        

 

 

全国的に医師不足が続いている状況を踏まえ、将来にわたる町立病院の医師確保に

努めます。 

 

■ちちぶ定住自立圏推進事業 ２，５１６万円 （担当：総合政策課） 

 

  

秩父圏域全体で、医師・医療スタッフの確保や負担軽減を図るために、医師の招へい

はもとより教育研修プログラムの作成、医師･医療スタッフが安心して働ける勤務環境

整備などの体制づくりを支援していきます。 

 また、観光など様々な分野における人材育成の支援も行っていきます。 

 

 

 

Ⅱ 健康と福祉のまちづくり 

■健康づくりと医療 ■地域福祉の充実 

■高齢者の保健福祉 

■障がい者の自立と社会参加  

■子育て支援 ■生活の安全と支援 

 急速に少子高齢化が進む中、子どもから

お年寄りまで、全ての町民が健康で安心し

て暮らせていけるよう町立病院を核とし

た、地域包括ケアシステムの充実に取り組

んでいきます。 

 また、中学生までの医療費の助成や保育

所の増改築を行うなど、子育て支援を積極

的に推進していきます。 

町立病院 

（うち借金 6,750 万円） 
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財源 町のお金455万円

財源
国保税2億5,820万円

町のお金2億1,355万円

財源 県の補助金332万円 町のお金665万円

財源 町のお金255万円

財源

町のお金2,754万円

 

 

■保健福祉センター運営事業 ４５５万円 （担当：保健福祉課）          

 

 

町立病院と保健福祉センターが連携しながら、デ

イサービスセンターの機能も十分活用して町民の皆

さんの健康増進を支援し、安心して暮らせていける

地域社会づくりを推進していきます。 

 

 

 

■国民健康保険特別会計 １７億３９８万円 （担当：保健福祉課）       

 

 

 

急速な高齢化や医療費の高騰などにより、国民健康保険事業は大変厳しい財政運営

が続いています。そのため今年度は過去最高となる一般会計からの繰出金を行います。 

 

■妊婦健診助成事業 ９９７万円 （担当：保健福祉課）              

 

 

年１４回の妊婦健診に対する助成を行います。 

 

■出産褒賞金支給事業 ２５５万円 （担当：住民課）               

 

 

子育て支援の一環として、出産時に褒賞金（第１子１万円・第２子３万円・第３子

以降の子５万円）を支給します 

 

■子ども手当支給事業 ２億６，９３１万円 （担当：住民課）          

 

  

 

昨年度から開始された事業ですが、今後国の動向

により支給内容が変更されることも予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 健康と福祉のまちづくり 

健
康
ま
つ
り 

国の負担金 4 億 5,121 万円 県の補助金等 7 億 8,102 万円 

国の負担金 2 億 1,423 万円 

県の負担金 2,754 万円 

オ
ヒ
ナ
ゲ
エ 



 - 10 - 

財源 県のお1,182万円 町のお金5,166万円

財源
県の補助金492万円

町のお金2,870万円

財源 県の補助金231万円 町のお金458万円

財源

事業収入5,256万円

町のお金4億2,244万円

国県の負担金3,376万円

財源

保育料等4,757万円

町のお金2億4,240万円

財源
利用料292万円

県の補助金856万円 町のお金1,295万円

 

 

■予防接種費助成事業 ６，３４８万円 （担当：保健福祉課） 

 

  

今年度０歳から５歳までの乳幼児を対象としたヒブワクチンや中学生を対象とした

子宮頸がんワクチン、高齢者を対象とした肺炎球菌ワクチンの接種費の助成を行います。 

 

■子ども医療費助成事業 ３，３６２万円 （担当：住民課）            

 

 

中学校修了までの子ども医療費の無料化に取り組み、保護者の負担軽減を図ります。 

 

■子育て支援センター管理運営事業 ６８９万円 （担当：住民課）         

 

 

子育て家庭に対する育児相談や子育てサークルへの支援に取り組んでいます。 

 

■保育所管理運営事業 ３億６，５０４万円 （担当：住民課）             

 

 

 

町立保育所の運営費をはじめ、民間や他市町村保育所の入所

に要する委託費などの関係費用です。 

今年度は、待機児童解消を図るため、両神保育所を増改築す

るとともに、小鹿野保育所の保育スペースを拡充します。 

 

■放課後児童対策事業 ２，４４３万円 （担当：住民課）            

 

 

 

町直営の両神学童保育室と民間委託の小鹿野学童クラブの運営関係経費です。 

 

■老人福祉事業 ５億８７６万円 （担当：保健福祉課）            

 

  

 

主に次の事業を行っています。詳しくは保健福祉課までお問い合わせください。 

□敬老祝い金支給事業                □老人クラブ活動費補助 

□敬老会開催費                      □シルバー人材センター運営補助 

□特別養護老人ホーム補助            □秩父荘の管理運営委託 

□倉尾けんこう館の運営       □両神高齢者福祉センターの運営 

Ⅱ 健康と福祉のまちづくり 

国の補助金 4,030 万円 

県の補助金 3,477 万円 

（うち借金 2,500 万円） 
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財源 保険料7,252万円

その他23万円

町のお金1億7,449万円

財源

保険料1億7,445万円

基金交付金3億5,065万円 国県の負担金4億45万円

町のお金2億8,488万円

その他14万円

財源 事業収入2億2,953万円

国の負担金370万円 繰越金4,692万円

その他5万円

財源 国県の負担金１億6,790万円 町のお金5,857万円

財源

利用負担金1万円

国県の負担金680万円 町のお金226万円

財源 町のお金628万円

 

■後期高齢者医療特別会計 ２億４，７２４万円（担当：保健福祉課）        

 

 

 

急速な高齢化の進行に伴い、今後も医療費の増加が見込まれることから、引き続き

積極的な疾病予防の推進に取り組んでいきます。 

 

■介護保険特別会計 １４億９，０７７万円（担当：保健福祉課）          

○保険事業勘定 １２億１，０５７万円 

 

 

 

○サービス事業勘定 ２億８，０２０万円 

 

 

 

■障がい者更生援護支援事業 ９０７万円 （担当：保健福祉課）          

 

 

 

更生医療費や補装具給付費が主なものです。 

 

■障がい者自立支援事業 ２億２，６４７万円 （担当：保健福祉課）          

 

 

障がい者の方が、地域で安心して暮らせるよう自立を支える事業です。 

介護給付、訓練などを行います。 

 

■障がい者地域生活支援事業 １，２３３万円 （担当：保健福祉課）          

 

  

心身障がい者の相談支援事業、コミュニケーション支援事業、日常生活用具の給付

事業、移動支援事業などを行い、障がい者の地域における生活を支援します。 

Ⅱ 健康と福祉のまちづくり 

国県の負担金 605 万円 



 - 12 - 

 

財源 町のお金500万円

財源 国のお金788万円 町のお金1,082万円

財源 国のお金2億2,760万円 町のお金4億9,233万円

 

Ⅲ ふるさとの 

  明日を担う 

  心豊かな人づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「はやぶさ」帰還カプセル等展示事業 ５００万円 （担当：総合政策課） 

 

  

将来を担う子ども達に宇宙への夢を育み、何事にもあきらめずに最後まで努力する、

強くたくましい心を養うことを目的に実施します。 

 

 

 

 

 

 

■安全・安心な学校づくり交付金事業 ７億３，８６３万円 （担当：学校教育課）           

 ○小学校施設整備事業 ７億１，９９３万円 

 

  

小鹿野・長若・両神小学校校舎の大規模改修工事や、各小学校にエアコンを設置し

ます。また、太陽光発電設備を設置する工事も行います。 

 

 ○幼稚園園舎等維持管理事業 １，８７０万円 

 

  

夏場の暑さ対策のため、各幼稚園にエアコンを設置します。 

 

 

■幼児と学校教育 ■社会教育と文化活動 

■スポーツ･レクリエーション 

■人権尊重 ■青少年健全育成 

Ⅲ ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり 

 当町の地域の特性を活かしながら、皆

さんが意欲的に学び、スポーツや文化活

動に取り組める環境づくりに努めます。 

 また、地域の歴史や文化に触れ、自ら

体験することは、心を豊かにし明日への

活力を生むための重要な要素となってい

ます。 

両
神
小
森
諏
訪
神
社 

 

写真提供：JAXA 

（うち借金 4 億 3,110 万円） 
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財源 国の補助金1,684万円

町のお金60万円

財源 町のお金3,215万円

財源 町のお金2,205万円

財源 町のお金1,100万円

財源 町のお金1､180万円

財源 県の補助金583万円 町のお金292万円

財源 町のお金757万円

 

■住民生活に光をそそぐ交付金事業 １，７４４万円 （担当：学校教育課・公民館）           

 

  

町内各小中学校並びに町立図書館の図書の充実化を図ります。 

 

■義務教育支援事業 ３，２１５万円 （担当：学校教育課）            

 

  

今年度も子育て支援策として、第２子以降の給食費と教材費の一部無料化に取り組

み、保護者の負担軽減を図ります。 

 

■学校教育支援事業 ２，２０５万円 （担当：学校教育課）            

 

  

学校生活指導補助員を配置し、個々の児童に応じた指導の充実と学習指導の円滑な

実施に取り組みます。 

 

■小中学校英語指導助手派遣事業 １，１００万円 （担当：学校教育課）      

 

  

英会話を通じた英語教育の充実を図るため、小中学校、幼稚園や保育所にも指導助

手の派遣を行います。  

 

■中学校施設整備事業 １，１８０万円 （担当：学校教育課）            

 

  

適切な教育環境を提供するため、今年度は三田川中学校校舎の耐震補強工事の設計

業務や小鹿野中学校の防球ネットの改修などを行います。 

 

■フレンドリー相談員配置事業 ８７５万円 （担当：学校教育課）         

 

 

児童生徒の学習や心の問題等に対応するため、フレンドリー相談員を配置し、健全

な児童生徒の育成に取り組みます。 

 

■スクールバス運行事業 ７５７万円 （担当：学校教育課）          

 

  

小中学校の児童生徒の通学用のスクールバス運行にかかる経費です。 

 

 

Ⅲ ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり 

（うち借金 700 万円） 
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財源 町のお金1,061万円

財源 町のお金175万円

財源 町のお金43万円

財源 町のお金56万円

 

財源 県の補助金89万円 町のお金44万円

財源 町のお金74万円

 

■幼稚園バス運行事業 １，０６１万円 （担当：学校教育課）             

 

  

小鹿野・三田川・両神幼稚園の通園バスの運行

にかかる経費です。 

 

 

 

 

 

 

 

■児童・生徒遠距離通学費助成事業 １７５万円 （担当：学校教育課）        

 

 

バス通学する児童生徒のバス代を補助し、保護者の負担軽減を図ります。 

 

■放課後子ども教室推進事業 １３３万円 （担当：学校教育課）             

 

 

 各小学校区において、子どもたちが放課後や週末等を利用して、地域の方々との交

流活動に取り組んでいます。 

 

■生涯学習まちづくり推進事業 ４３万円 （担当：社会教育課）          

 

 

生涯学習を推進するための各種講座を開催します。 

 

■文化団体連合会育成事業 ５６万円 （担当：公民館）              

 

  

文化団体の育成を図り、生涯学習の充実を推進します。 

 

■各種講座開催事業 ７４万円 （担当：公民館）                 

 

  

子どもから大人までを対象に、各種講座を開催します。 

 

 

 

 

Ⅲ ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり 

両
神
幼
稚
園
バ
ス 
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財源 入場料70万円 町のお金90万円

財源

利用料106万円

町のお金798万円

財源 町のお金248万円

財源 町のお金652万円

財源 町のお金315万円

財源 町のお金308万円

 

 

■町民劇場開催事業 １６０万円 （担当：公民館）               

 

  

町民の皆さんが感動や安らぎを感じられるような催し物を開催します。 

 

■総合運動公園維持管理事業 ９０４万円 （担当：社会教育課）          

 
 

 

 総合運動公園の野球場、テニスコート等の維持管理費です。 

 

■ロードレース大会開催事業 ２４８万円 （担当：社会教育課）          

 

 

この大会は、町外からも多くの参加者があり、スポーツを通して町のＰＲにも大い

に貢献しています。 

 

■スポーツ振興事業 ６５２万円 （担当：社会教育課）              

 

  

体育協会、スポーツ少年団、地区運動会、チャ

レンジデー実行委員会等への補助を実施していま

す。今年度は一昨年開催し好評を博したイースタ

ンリーグ戦開催に伴う実行委員会に対する補助も

行います。 

 

 

 

 

 

■指定文化財管理事業 ３１５万円 （担当：社会教育課）            

 

 

指定文化財の保存管理を充実するため、復元修理に対する補助や保存活動奨励金の

交付を行っています。今年度は、諏訪神社（般若）本殿修繕などの補助を行います。 

 

■文化財資料整備事業 ３０８万円 （担当：社会教育課）             

 

  

民俗資料や古文書のほか、合角ダム水没地域の出土品、動植物の化石標本等多くの

貴重な資料を有効活用できるよう整備を進めています。 

Ⅲ ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり 

一昨年のｲｰｽﾀﾝﾘｰｸﾞ戦 
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財源 町のお金488万円

財源 町のお金97万円

財源 町のお金121万円

 

■歌舞伎のまちづくり事業 ４８８万円 （担当：社会教育課）           

 

 

 地元での定期上演や、日本各地で行われる訪問上演を通じ、町の文化大使として地

域間交流活動を展開しています。昨年度の郷土芸能祭

には、町独自の創作歌舞伎を上演しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■人権施策推進事業 ９７万円 （担当：総務課）                 

 

  

町民一人ひとりが人権について正しい理解と認識を高

められるよう啓発活動を推進します。 

 

 

 

 

 

■人権教育推進事業 １２１万円 （担当：社会教育課）               

 

  

さまざまな差別をなくすため、小中学校を対象に「人権教育の集い」を開催します。

また、小鹿野町人権教育推進協議会と連携して町民の皆さんを対象とした「人権教育

研修会」、「地区別学習会」等を開催するほか、町内各小中学校から作品を募集し、

「人権標語・作文集の編集発行」を行います。 

Ⅲ ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり 

 

津
谷
木
・
お
天
狗
様 
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財源 県の補助金149万円 町のお金253万円

財源 町のお金206万円

財源 町のお金550万円

財源 県の補助金4,230万円

町のお金1万円

Ⅳ 地域に根ざした 

活気あふれる 

    産業づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■山村振興等農林漁業特別対策事業 ４，２３１万円 （担当：産業観光課）        

 

  

国の農山村活性化プロジェクト支援事業を活用し、ブランド野菜の創出に取り組む、

低コスト耐候性ハウスの建設費を助成します。 

 

■かんがい排水路整備事業 ４０２万円 （担当：産業観光課）           

 

  

今年度は、長留旗井（ハタイ）地区の排水路工事を実施します。 

 

■農業団体への補助事業 ２０６万円 （担当：産業観光課）            

 

  

農業生産部会や農業生産組合等の活動に対して助成を行います。 

 

■新規就農者育成事業 ５５０万円 （担当：産業観光課）             

 

  

出荷を目的とした新規就農者を対象に必要資材費の一部を補助します。 

 

 

 

■農林業 

■工業 

■商業・地域産業 

■観光 

 農林業を魅力ある産業として育成

していくために、農林産物のブランド

力の強化を図り、農林業経営の基盤を

安定させていくことはこれからの時

代重要となっていきます。 

 また、道路網や通信網の整備を推進

することで、既存企業の経済活動を支

えるとともに、新たな企業の誘致につ

なげ、さらには、町を訪れる人が多く

なることで、地域の振興もあわせて図

っていきます。 

Ⅳ 地域に根ざした活気あふれる産業づくり 
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財源 県の補助金310万円 町のお金116万円

財源 町のお金73万円

財源 町のお金228万円

財源 県の補助金175万円 町のお金548万円

財源 町のお金1,915万円

財源 販売手数料791万円

財源 売上収入1,430万円

体験収入140万円

町のお金428万円

 

■中山間地域等直接支払制度事業 ４２６万円 （担当：産業観光課）        

 

  

中山間地域の環境の保全のため景観作物の栽培や、草刈りなど地域の共同による取

組みを支援して行きます。 

 

■遊休農地解消総合対策事業 ７３万円 （担当：産業観光課）           

 

  

遊休農地の解消を目的に、耕作希望のある方へ苗木や種子等の購入費を補助します。 

 

■水路維持管理事業 ２２８万円 （担当：産業観光課）              

 

  

小鹿野用水をはじめ、各地域にある用水路の維持管理の経費です。 

 

■山村生活安全対策事業 ７２３万円 （担当：産業観光課）            

 

  

人家に近い危険な裏山等の落石防止対策工事や治山工事を実施します。今年度は、

両神薄日向地内の改良工事を行います。 

 

■森林管理道改良事業 １，９１５万円 （担当：産業観光課）     

 

 

昨年度に引き続き、日蔭入線・浦島線及び塩沢線の改良工事などを行い、利便性向

上に努めます。 

 

■両神農林産物直売所運営事業 ７９１万円 （担当：産業観光課）         

 

  

直売所は農林産物の生産の安定化と生産者の経営安定化に貢献しています。 

 

■資源活用センター運営事業 １，９９８万円 （担当：産業観光課）        

 

  

地元産の食材を使ったそば、うどん、豆腐づくりの体験や販売、食事もできる資源

活用センターは、隣接する薬師の湯や農林産物直売所とともに、観光農業活性化の一

躍を担っています。 

 

 

Ⅳ 地域に根ざした活気あふれる産業づくり 

（うち借金 460 万円） 
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財源 売上手数料350万円 町のお金493万円

財源 県の補助金147万円 町のお金390万円

財源 町のお金530万円

財源 町のお金757万円

財源 町のお金1,690万円

財源 町のお金26万円

 

■長尾根農林産物直売所運営事業 ８４３万円 （担当：産業観光課）        

 

  

秩父ミューズパーク内にあり、長若産の新鮮野菜・山菜などを販売しています。 

 

■有害鳥獣駆除事業 ５３７万円 （担当：産業観光課）              

 

  

有害鳥獣による被害は年々拡大の傾向にあります。今年度も、鳥獣害防止対策に係

る費用の一部を補助いたします。 

 

■観光地整備事業 ５３０万円 （担当：産業観光課）               

 

  

日本百名山の一つに選ばれている両神山

には、毎年多くの登山者が訪れます。今年

度は八丁峠駐車場に環境配慮型トイレを設

置します。 

 

 

 

 

■商工団体への補助事業 ７５７万円 （担当：産業観光課）            

 

  

西秩父商工会、バンビサービス協同組合、七夕フェスティバル実行委員会等に対す

る補助を行います。 

 

■小口融資資金貸付金利子補給事業 １，３１２万円 （担当：産業観光課）     

■中小企業資金貸付金利子補給事業   ３７８万円 （担当：産業観光課）     

 

  

町内の中小企業の経営のために必要な資金として借入れた資金の年間利子に対し、

一定の補助を行います。 

 

■工業導入対策事業 ２６万円 （担当：総合政策課）               

 

 

町内への企業誘致対策に取り組みます。 

 

 

Ⅳ 地域に根ざした活気あふれる産業づくり 

日本百名山・両神山 
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財源 町のお金25万円

財源 町のお金857万円

財源 町のお金177万円

財源 利用収入3,090万円 売店等収入2,602万円 町のお金1,939万円

財源
利用料15万円

町のお金361万円

 

 

■オートバイによるまちおこし事業 ２５万円 （担当：総合政策課）              

 

 

ライダーに向けた、交通安全とマナーアップ向上に対する啓発活動に取り組みます。 

 

■観光関係団体への補助事業 ８５７万円 （担当：産業観光課）          

 

  

小鹿野両神観光協会、両神ふるさとまつり実行委員会等に対する補助を行います。

「両神ふるさとまつり」も例年通り開催します。  

 

■旧本陣寿旅館管理事業   １７７万円 （担当：総合政策課）         

 

  

昨年度改築に着手、今年度は観光情報館として指定管理者による運営を目指します。 

 

■両神温泉薬師の湯運営事業 ７，６３１万円 （担当：産業観光課）        

 

  

町民の皆さんの癒しの場として、また町の観光情報

の発信基地の重要拠点となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■みどりの村管理運営事業 ３７６万円 （担当：産業観光課）           

 

  

そば打ち体験や小動物触れ合いコーナーなど、毎月楽しい催し物が開催されます。 

 

 

Ⅳ 地域に根ざした活気あふれる産業づくり 

両
神
国
民
休
養
地
・
花
シ
ョ
ウ
ブ
園  道の駅・両神温泉薬師の湯 
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財源 収入2億676万円

町のお金5,020万円

財源 県のお金2,470万円

財源 県のお金2,167万円

 

■国民宿舎「両神荘」事業会計 ２億５，６９６万円 （担当：産業観光課）    

 

  

景気低迷による利用者の減少が見込まれることから、各種団体に対する誘客活動を

展開し、経営の健全化に努めます。 

 

■緊急雇用対策「ふるさと雇用再生基金事業」 ２，４７０万円           

 

 

県の補助金を受け、主に次の事業を実施します。 

□ふれあいいきいきサロンの運営 （担当：保健福祉課） 

□ハウス利用の農業栽培就農希望者支援 （担当：産業観光課） 

 
■緊急雇用対策「緊急雇用創出基金事業」 ２，１６７万円          

 

 

県の補助金を受け、主に次の事業を実施します。 

□鳥獣害対策・ダリア園景観整備 （担当：産業観光課） 

  □町内ハイキングコースの環境整備 (担当：産業観光課） 

  □学校環境整備・ＩＣＴ支援員の配置 （担当：学校教育課） 

 

Ⅳ 地域に根ざした活気あふれる産業づくり 

 

日
本
の
滝
百
選
・
丸
神
の
滝 
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6,410

6,135

5,721

5,852

5,871

0 2,000 4,000 6,000 8,000

H23

H22

H21

H20

H19

（単位：百万円）

 

 １ 財政指標                                            

区     分 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 判断基準 

財政力指数（３カ年平均） ０．４２ ０．４３ ０．４２ 高いほうが良い 

経常収支比率 ８２．６ ８１．３ ８１．２ 低いほうが良い 

公債費負担比率 １５．８ １５．７ １５．９ 低いほうが良い 

実質公債費比率 １６．８ １５．６ １５．０ 低いほうが良い 

将来負担比率 １３１．５ １０７．６ ８７．８ 低いほうが良い 

 

【用語解説】 

財政力指数⇒標準的にかかる経費に対する自主的な収入割合で、指数が高いほど財源に余裕があることにな

ります。 

経常収支比率⇒財政構造の弾力性を判断する比率で、指数が低いほど弾力性が大きいことになります。 

公債費負担比率⇒公債費（借金返済）に充てられた一般財源の一般財源総額に占める割合です。 

実質公債費比率⇒平成17年度決算から導入された指標で、標準的な財政規模に占める元利償還金等（公営企

業会計への繰出金のうち公債費に当たるものも含みます。）の割合で、１８％を超えると地方債の発行に許

可が必要になります。 

将来負担比率⇒一般会計の借金（町債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程度を

指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すものです。 

 

 ２ 一般会計当初予算の推移                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ワンポイント● 

予算額は、その年に建設事業（施設等の建設・整備）等をどれだけ行うかにより大きく増減します。 

 大規模な道路施設等の建設事業がある年には増え、終了した時に減りますので、一概にその評価はでき

ませんが、一つの目安としては基金（貯金）から繰入れ（取り崩し）が０での予算額になれば当該年度の

収入で賄われている予算となります。 

 資 料 編  
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 ３ 平成２３年度予算の状況                                    

  

一般会計予算   ６４億１千万円 

                                                                

   歳    入                             

 

地方譲与税等
251,911千円
（3.9%）県支出金

435,113千円
（6.8%）

町税
1,212,866千円
（18.9%） 使用料及び手数料

206,946千円
（3.3%）

諸収入
155,248千円
（2.4%）

繰入金
189,750千円
（3.0%）

その他
255,993千円
（4.0%）

地方交付税
2,700,000千円
（42.1%）

町債
 559,000千円
（8.7%）

国庫支出金
443,173千円
（6.9%）

 
                                     

                                                                

 

歳    出 

 

議会費
94,760千円
（1.5%）

その他
15,116千円
（0.3%）

農林水産業費
273,851千円
（4.3%）

商工費
264,517千円
（4.1%）

土木費
312,017千円
（4.9%）

消防費
347,669千円
（5.4%）

衛生費
757,660千円
（11.8%）

教育費
797,648千円
（12.4%）

総務費
808,217千円
（12.6%）

公債費
810,313千円
（12.6%）

民生費
1,928,232千円
（30.1%）

     

 資 料 編  

【用語解説】 

地方交付税⇒行政サービスの

一定水準の確保と自治体間の

不均衡を調整するため国から

交付されるものです。地方交

付税は普通交付税と災害など

特別な事情により配分される

特別交付税があります。 

町債⇒町の借金で、将来にわ

たって返済が必要です。 

繰入金⇒貯金(基金)からの収

入(取り崩し)です。 

●ワンポイント● 

国や県の動向に左右されな

い財政運営（やりくり）を行

うには自主財源が多いほうが

好ましいとされています。 

【用語解説】 

公債費⇒町の借金を返すためのお金です。 

●ワンポイント● 

 道路や各種施設の建設時に、その資金と

して借り入れたお金の返済金が公債費で

すが、町民の皆さんにとっての費用対効果

の視点に立って借り入れを行い、その削減

に努力していくことが健全な町の財政を

維持していくためにも必要となってきて

います。 

自主財源 

2,020,803千円 

（31.6％） 

依存財源 

4,389,197千円 

（68.4％） 

自
主
財
源 依

存
財
源 
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普通交付税の推移

2,533
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1,996

1,9671,970
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軽自動車税
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入湯税

町民税法人

（※H22.H23は見込額）

 ４ 町税の推移                                           

 
 
 

 

 

 

 

 

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 普通交付税の推移                                      

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 資 料 編  

●ワンポイント● 

町税収入は近年の景気低迷により、横ばいないし減少傾向にあります。 

平成23年度の町税収入についても、減収見込みとなっています。 

●ワンポイント● 

普通交付税は財源の中心となる収入ですが、交付額は国の財政状況等

に左右されます。今後も収入に見合った支出が必要となりますので支出

については、よりその内容を精査し、町民の皆さんに理解していただけ

る内容にしていくよう努めていきます。 

【用語解説】 

町民税(個人)⇒個人の所得に対して課税される町の税金です。 

町民税(法人)⇒会社等の所得に対して課税される町の税金です。 
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 ６ 基金（貯金）の推移                                       

                                                                                     

 

 

 

 

 

 ７ 地方債（借金）残高の推移                         

                                         

                                                                

  

 

 

 

 

 

 ８ 職員数の推移（一般会計）                                   
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●ワンポイント● 

 基金は家計でいえ

ば貯金にあたるもの

です。いざというとき

に備え、貯えておくこ

とが必要なものです。

今後の経済状況によ

っては大胆な支出も

見据えていかなけれ

ばなりません。 

●ワンポイント● 

 地方債（借金）については、残高の

減少に努めてまいりましたが、今後は、

学校施設の大規模改修等により増加が

見込まれています。 

 また、地方債には、借金返済額に対

し、決まった率で返済額の一部が地方

交付税として交付されるものがありま

す。 

 今後とも交付税で措置される有利な

地方債の活用を検討していきます。 

●ワンポイント● 

 事務事業の整理合理化・組織の見

直し、指定管理者による管理等を推

進し、適正な定員管理を進めていき

ます。 

（※当初予算書から） 
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